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EAST  JAPAN RAILWAY  WORKER’S UNON YOUTH CHIBA

１２月４日〜１２月７日に、千葉地本・長野地本合同で沖縄平和研修を開催し、千葉地本青年部からは、柿栖・
栗原・堀江の３名が参加しました。
１日目では過去の沖縄の視点で、ひめゆり平和祈念資料館や戦跡を訪れ、戦争の悲惨な歴史について学習し
ました。国家・資本の利益のために戦争が活用され、多くの一般市民が犠牲となったこと、戦争は人が人でなくな
るということを身を持って体感しました。
２日目では現在の沖縄に視点を置き、嘉数高台公園、道の駅かでな、コザを回りました。今もなお、民家のすぐ
近くに基地があることで、騒音に悩まされていること、過去にはベトナム戦争で沖縄から飛び立った戦闘機によっ
て多くの犠牲を出していることを学び、基地問題の被害者であると同時に戦争に加担している加害者の側面もあ
ることを学びました。
今この時も、戦争によって何の罪もない人の「いのち」が奪われています。ニュースやメディアの情報を鵜呑み
にするのではなく、一人ひとりが平和とは何か考え続けること、世界情勢、国内の政治に関心を持つことが大切
です。無知は一番の恐怖なのです。

↑本来のひめゆりの塔、勘違いする方がほとんど
国の狙いは何なのか？みんなで考えよう！

嘉手納町＝面積の約８２％が嘉手納基地
今も地元住民は騒音による被害を受けている・・・


